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2月21日に、厚岸味覚ター
ミナル・コンキリエで『カキＤＥ
ござ～る』が開催され、多くの皆さ
んが楽しんでいたでござる。カキ食
べ放題のイベントでは、網の上で焼
かれた熱々のカキを、お腹いっぱ
いになるまで満喫していた

でござるよ。
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第 1波
到達時間 最大遡上高

15.0 ｍ29 分門 静

13.4 ｍ29 分白 浜

18.0 ｍ28 分若 竹

23.3 ｍ24 分床 潭

34.7 ｍ24 分末 広

地 名

東京湾平均海面

最大津波高（m） 最大遡上高（m）

【第 1波到達時間】
　地震発生から第 1 波のピークが到達するまでの時間

【最大遡上高】
　陸地に駆け上がった津波の最大の高さ　　

浸水深（m）

■代表地点における津波浸水予測（平成24年北海道発表：新たな津波浸水予測図より）

平成23年 3 月11日、17時52分
若竹（若竹町通り）を襲う津波

■代表地点における津波浸水予測（平成24年北海道発

　

平
成
23
年
3
月
11
日N

、
午
後
2
時
46
分
、

東
北
地
方
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
9
・
0
、
震
度
7
の
国
内
観
測
史
上
最
大

規
模
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に

よ
り
、
東
北
地
方
を
中
心
と
し
た
東
日
本
に
大

津
波
が
襲
い
、
死
者
・
行
方
不
明
者
合
わ
せ
2

万
人
を
超
え
る
な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
震
発
生
後
、
本
町
に
お
い
て
は
、

札
幌
管
区
気
象
台
か
ら
大
津
波
警
報
発
表
を
受

け
、
直
ち
に
『
厚
岸
町
災
害
対
策
本
部
』
を
設
置

し
ま
し
た
。
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
沿
岸
地
区

の
皆
さ
ん
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
、
直
ち
に
高

台
へ
避
難
す
る
よ
う
周
知
す
る
と
と
も
に
、
各

避
難
場
所
へ
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

各
避
難
場
所
で
は
、
国
道
や
道
道
で
一
部
交

通
規
制
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
次
々

と
避
難
者
が
押
し
寄
せ
、
避
難
者
数
は
最
大
で

1
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

幸
い
に
し
て
、
本
町
の
人
的
被
害
は
無
か
っ

た
も
の
の
、
最
大
2
・
7
㍍
の
津
波
が
来
襲
し
、

湖
南
、
湖
北
市
街
地
を
中
心
に
2
0
0
戸
以
上

で
床
上
・
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
カ
キ
・
ア
サ
リ
の
養
殖
施
設
や
各

種
事
業
所
の
設
備
機
器
な
ど
で
も
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

表：新たな津波浸水予測図より）表：新たな津波浸水予測図より）

平平
成成
223
年
3
年
3
月月
111
日日NNN

、
午午
後
午
後
2

午午午

時時時
4466
分
、
分
、

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ

と
す

東
北
地
方
三
陸
沖
を
震
源
と

内
観
測
史
上
最
大

国
内

ー
ド
9
・
0
、
震
度
7
の
国

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に

私
た
ち
は
何
が
で
き
ま
す
か
？
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　  16 基

　 122 張

　　 6 張

　  15 基

　 　2基

　  44 枚

　  62 台

　 　7台

　  62 缶

 2,620 枚

　 200 枚

 7,840 食

10,080 本

 1,700 本

　 624 袋

　 100 本

 2,624 枚

　  30 ﾊ ｯ゚ｸ

　  43 ﾊ ｯ゚ｸ

　  43 基

　 200 個

　 136 台

　　 5 台

　　 3 台

備蓄倉庫

テント

エアテント

簡易トイレ

クイックパーティション

避難場所標識

暖房機器

発電機

灯油缶

毛布

アルミマット

備蓄食料

備蓄飲料（水 500ml）

備蓄飲料（水 1.5l）

粉ミルク

ほ乳瓶

紙おむつ（乳幼児）

おしりふき

生理用品

太陽電池灯

ＬＥＤランタン

ラジオ

ＡＥＤ

衛星携帯電話

■防災備蓄品等整備状況
（平成27年10月31日現在）

整備数備蓄品等

避難所開設・運営訓練の様子

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
年
度
、
太
田
自
治
会
を
中
心
と

し
て
、
『
十
勝
沖
か
ら
根
室
沖
ま
で
を
震
源
域

と
し
た
大
地
震
が
発
生
し
、
24
時
間
後
に
2
次

避
難
所
を
太
田
活
性
化
施
設『
ら
く
と
ぴ
あ
』に

設
置
す
る
』と
い
う
想
定
の
も
と
、『
避
難
所
開

設
・
運
営
訓
練
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓

練
で
は
、
テ
ン
ト
や
仮
設
ト
イ
レ
の
設
営
、
避

難
者
や
救
援
物
資
の
受
け
入
れ
な
ど
、
事
前
の

備
え
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
防
災
訓
練
や
避
難
訓
練
の
み
な

ら
ず
、
自
治
会
を
対
象
に
、
地
震
や
津
波
な
ど

の
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、

参
加
者
全
員
で
そ
の
対
応
を
考
え
る
『
災
害
図

上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
訓
練
は
、
普
段
は
意
識
し
な
い
地
域
の
防
災

対
策
に
お
け
る
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

参
加
者
の
防
災
意
識
と
連
帯
感
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
来
年
度
以
降
も
、
引
き
続

き
自
治
会
単
位
で
災
害
図
上
訓
練
な
ど
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
避
難
場
所
に
配
備
で
き
て
い
な
い
た
め
、

ま
だ
十
分
な
体
制
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
後
も
、

備
蓄
品
の
整
備
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適

正
な
管
理
に
努
め
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
大
地
震
や
大
津
波
に
向
け
た
対
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

　

避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
休
日
で
の
各
家
庭

に
お
け
る
避
難
体
制
を
確
認
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
日

を
10
月
の
昆
布
漁
が
終
了
し
た
日
の
翌
週
の
日

曜
日
に
変
更
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
自
治
会
や
学
校
な
ど
と
共
同
で
訓
練
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
実
践
に
即
し
た
訓
練
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
数
の
被
災

者
が
長
期
に
わ
た
る
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
避
難
所
生
活
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

震
災
後
に
お
け
る

厚
岸
町
の
防
災
対
策

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
北
海
道
は
津
波

体
積
物
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
北
海
道
太
平
洋
沿

岸
部
に
お
け
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
想
定
し

た
調
査
研
究
を
行
い
、
平
成
24
年
に
『
新
た
な

津
波
浸
水
予
測
図
』
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の

予
測
に
よ
る
と
、
末
広
地
区
で
は
津
波
の
第
1

波
到
達
時
間
が
24
分
、
最
大
遡
上
高
が
34
・
7

㍍
と
の
予
測
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
町
は
、
津
波
・
高
潮
時
の
緊

急
避
難
場
所
を
見
直
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の

住
宅
や
学
校
、
職
場
な
ど
か
ら
避
難
す
る
際
の

判
断
の
目
安
と
し
て
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
町
内
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
一
部
の
避
難
場
所
で
は
、
よ
り
高
い

と
こ
ろ
に
、
速
や
か
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
避

難
階
段
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
避
難
場
所

に
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
、
テ
ン
ト
や
ポ
ー
タ
ブ

ル
ス
ト
ー
ブ
、
灯
油
、
毛
布
な
ど
を
整
備
し
ま

し
た
。
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床潭漁港に船が打ち上げられている様子

　

状
況
に
応
じ
、
各
自
の
判
断
で
率
先
し
て
避

　

難
す
る

【
水
や
食
料
な
ど
を
備
え
る
】

・
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
電
気
や
ガ
ス
、

　

水
道
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止

　

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
飲
料

　

水
や
非
常
食
な
ど
を
備
蓄
す
る

・
自
宅
が
被
災
し
た
と
き
は
、
安
全
な
場
所
に

　

避
難
し
、
そ
こ
で
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に

　

な
る
た
め
、
避
難
所
生
活
に
必
要
な
も
の（
非

　

常
用
持
ち
出
し
品
）
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に

　

詰
め
て
お
き
、
い
つ
で
も
す
ぐ
に
持
ち
出
せ

　

る
よ
う
に
備
え
る

　

こ
の
ほ
か
、
普
段
か
ら
家
庭
内
で
災
害
時
の

連
絡
方
法
、
避
難
方
法
や
避
難
場
所
を
決
め
て

お
く
と
と
も
に
、
避
難
訓
練
を
通
じ
て
、
避
難

場
所
に
家
族
で
実
際
に
行
っ
て
み
る
な
ど
一
緒

に
体
験
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ら
過
去
の
大
規
模
災
害
を
教
訓
に
し
、

私
た
ち
が
今
す
ぐ
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
災
害
に
対
し
、
正
し
い
知
識
を
習
得

し
、
そ
れ
を
理
解
し
た
う
え
で
行
動
を
と
る
こ

と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
3
つ
の

対
策
が
重
要
で
す
。

【
自
分
の
家
の
安
全
対
策
】

・
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
な
ど
に
は
、
で
き
る
だ

　

け
家
具
を
置
か
な
い

・
家
具
を
置
く
場
合
は
な
る
べ
く
背
の
低
い
家

　

具
に
し
、
転
倒
防
止
対
策
を
す
る

・
家
具
が
倒
れ
て
け
が
を
し
た
り
、
出
入
り
口

　

を
ふ
さ
い
だ
り
し
な
い
よ
う
に
、
家
具
の
向

　

き
や
配
置
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
壁
に
固

　

定
す
る
な
ど
の
対
策
を
す
る

　【
身
の
安
全
の
守
り
方
】

・
気
象
庁
の
『
緊
急
地
震
速
報
』
を
活
用
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
強
い
揺
れ
が
来
る
こ
と
を
事
前

　

に
確
認
し
、
身
の
安
全
を
守
る
行
動
を
と
る

・
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
ら
、
す
ぐ
に

　

周
り
の
人
に
地
震
が
来
る
こ
と
を
知
ら
せ
、

　

あ
わ
て
ず
に
身
の
安
全
を
確
保
す
る

・
海
岸
近
く
に
い
る
と
き
に
、
強
い
揺
れ
を
感

　

じ
た
り
、
津
波
警
報
・
津
波
注
意
報
を
聞
い

　

た
り
し
た
と
き
は
す
ぐ
に
そ
の
場
所
か
ら
離

　

れ
、
高
台
な
ど
に
避
難
す
る

・
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
に
よ
っ
て
指
定

　

さ
れ
た
避
難
場
所
で
あ
っ
て
も
津
波
は
予
想

　

を
超
え
て
襲
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
と
し
て

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す

る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
取
り
組
む『
自

助
』
、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助
け
合

っ
て
取
り
組
む『
共
助
』、
行
政
な
ど
が
取
り
組

む『
公
助
』の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
。
そ
の
中

で
も
基
本
と
な
る
の
は『
自
助
』で
、
一
人
一
人

が
自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
で
す
。

　

平
成
7
年
1
月
17
日
に
発
生
し
た
『
阪
神
・

淡
路
大
震
災
』
で
は
、
約
6
千
人
以
上
の
死
者

・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
死
亡
者
の
約
8
割
が

窒
息
死
や
圧
死
に
よ
り
死
亡
し
た
と
の
調
査
結

果
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
死
亡
者
の
約

9
割
が
、
溺
死
に
よ
り
死
亡
し
た
と
の
調
査
結

果
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

自助

共助 公助
3つの力の
連携が必要

自分と家族の安全は
自分で守る

自助
自自自自自自 はははははははははははは自分自分自分自分分自分分分自分自分自分自分ととと家とと家とと家と家と家と家族族の族の族族族の族の族の安全安全安全全全安全安全安全安全安全はははははは自自自自自 はははは

自分自分自分自分自分自分分分分分分分分分分で守で守で守で守で守で守で守で守で守でで守で守で守でで るるるるるるるるるる

日
に
発
生
し
た
『
阪
神
・

約
6
千
人
以
上
の
死
者

共共助
3
連
3

は『
自
助
』で

一
人
一
人

を
守
る
こ
と
で
す
。

公助
の
要要
の3つの力つ 力

携が必連携 必要
3つの力つ 力

自分と家族の安全は
自分で守る

隣近所が助け合って
地域の安全を守る

行政による救援活動や
支援物資の提供など
公的支援を行う
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津波後の厚岸町の様子

（出典：ほっかいどうの防災教育テキスト“知識編”）

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
大
地
震
や
大
津
波
に
対
す
る
備

え
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
、

一
人
一
人
が
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
る
機
会

と
す
る
た
め
、
さ
ら
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

災
害
時
の
心
構
え
や
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
、
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

●
タ
イ
ト
ル
／
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
私
た

ち
は
何
が
で
き
ま
す
か

●
開
催
期
間
／
3
月
1
日C

か
ら
25
日N

（
※

土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）

●
時
間
／
8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

●
場
所
／
役
場
庁
舎
1
階
町
民
ホ
ー
ル

●
内
容
／
震
災
当

時
の
東
北
地
方
お

よ
び
厚
岸
町
の
写

真
、
地
震
・
津
波

発
生
の
仕
組
み
パ

ネ
ル
や
防
災
備
蓄

品
の
展
示
、
防
災

ク
イ
ズ
な
ど

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

　

東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
人

た
ち
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
消
防
の

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
黙
と
う
を
さ

さ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
／
3
月
11
日N

14
時
46
分
か
ら
1
分
間

●
問
い
合
わ
せ
／
危
機
対
策
係\

223
・
224

◆地震から『いのち』を守る

事前に備える グラッときたら
落下物から身を守る

落ち着いて状況を
判断して次の行動へ

●建物の耐震化

●家具固定と安全スペースの確保

●家族や職場で避難方法を話し合

　っておく

●避難のための備えをしておく

●机の下にもぐる（家やオフィス）

●布団や枕で頭を守る（寝室）

●あわてて外に飛び出さない

●火を止めるのは揺れがおさまっ

　てからあわてずに

●家族の状況は？

●歩いてもケガをしない？

●火災は起きていない？

●避難口は確保できる？

●津波の危険は？

事前に備える 地震発生から
津波が来るまでに 避難した後も

◆津波から『いのち』を守る

●地域の地形、避難所や高台の位

　置を確認する

●家族や職場、学校などで避難ル

　ートやルールを確認する

●要配慮者の避難方法を決めておく

●冬季を想定

　した準備を

　しておく

●高台など安全な場所に避難する

●率先して避難する

●海や川を見に行かない

●避難するとき

　は、最大限安

　全な場所へ避

　難する

●津波は繰り返し来るので、警報

　・注意報が解除されるまで戻ら

　ない

● 2波目以降に 1波目よりも大き

　な津波が来る可能性がある



6マイナンバー制度が始まりました

123-456789

■交付場所などをお知らせする交付通知書（はがき）

平成28年○月○○日

マイナンバーカードを申請した皆さんへ

次の 3箇所を記入

・記入日
・本人の住所
・本人の氏名

【本人が来る場合】

上記の 3 箇所の記
入欄に加え、次の
6箇所も記入

・記入日
・本人の住所
・本人の氏名
・代理人の住所
・代理人の氏名
・ 4つの暗証番号

【代理人が来る場合】

通知カードとともに届いた個人番号カード交付申請書を使用して、郵送による申請またはスマートフォン
・パソコンによるＷＥＢ申請を行うと、交付場所などをお知らせする交付通知書（はがき）が、順次、申請
者の自宅に届きます。

交付通知書（はがき）を
拡大したイメージです

※本人が自筆で署
　名する場合は、
　押印不要です



7 マイナンバー制度が始まりました

第11回　マイナンバー制度の概要

・署名用電子証明書

・利用者証明用電子証明書

・住民基本台帳事務用　　　　数字 4桁（同じ暗証番号を設定することもできます）

・券面事項入力補助用

アルファベットと数字を組み合わせた英数字

6文字以上16文字以下

役場町民課の窓口で本人確認の上、暗証番号を設定していただくと、マイナンバーカードが受け取れます。
なお、手続きには時間がかかりますので、時間に余裕を持ってお越しください。
※暗証番号は窓口へお越しになる前に、あらかじめ考えておいてください。

必要な持ち物をお持ちになり、交付通知書（はがき）に記載された期限までに、役場町民課の窓口に本人が
お越しください。
※本人が病気、身体の障害、その他やむをえない理由により、役場に来ることができない場合に限り、代
　理人にカードの受け取りを委任できます。

！ 必要な持ち物 【※本人確認書類とは】

（ 1）顔写真付きの身分証明書の場合… 1点

　　　運転免許証・運転経歴証明書（交付年月日が

　　　平成24年 1 月以降のものに限る）・パスポー

　　　ト・身体障害者手帳など

（ 2）顔写真付きの身分証明書でない場合… 2点

　　　健康保険証・年金手帳・介護保険証など

■交付通知書（はがき）

■通知カード　　■印鑑（シャチハタ不可）

■本人確認書類（※右記参照）

■住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）

※代理人が受け取りに来る場合は必要な持ち物が
　異なります。詳しくはお問い合わせください。

住所変更（転入・転居・転出）や
婚姻等による氏名変更がある皆さんへ
　住所変更（転入・転居・転出）や婚姻等による氏名変更により、通知カードやマイナンバーカー

ド、住民基本台帳カードの記載に変更があった場合は、『表面記載事項変更手続き』が必要です。

変更の届け出をするときは、本人確認書類・印鑑・各種カードを忘れずにお持ちください。

●通知カードをお持ちの人には、カード裏面に変更点を記入後、新住所・氏名が記載された『個

　人番号カード交付申請書』をお渡しします。

　※旧住所・氏名が記載された個人番号カード交付申請書は、使用できません。

●マイナンバーカード・住民基本台帳カードをお持ちの人には、カードに変更点を記入します。

　届け出の際に暗証番号の入力が必要になる場合がありますので、確認をお願いします。

【問い合わせ】
　　●通知カードやマイナンバーカードの交付等に関すること　町民課窓口サービス係　　内線112～115
　　●マイナンバー制度全般に関すること　総務課広報情報係　　内線211・217～219

\

\

『マイナンバーカード』は、
『個人番号カード』のことだよ！



8ズームアップ

　 2月17日、子育て支援センターで遊びのひろば『おひなさ
ま作り』が行われ、子どもと保護者55人が参加しました。
　牛乳パックを利用した『いないいないばぁ～』ができるおひ
なさまを一人一人作り、全員分を飾った後は、ひなまつりの
歌をみんなで歌いました。
　おひなさまとお内裏さまの顔の部分が切り抜いてあるボー
トも設置してあり、順番に記念撮影をしていました。少し早
いひな祭りを男の子も女の子も一緒に楽しみました。

の子も女の子も一緒にひな祭り

　 2月21日、『第17回カキＤＥござ～る』
（同実行委員会主催）が厚岸味覚ターミナ
ル・コンキリエで開催され、町内外から
たくさんの人が訪れました。
　恒例の40分間カキ食べ放題は、15人限
定で 2回行われ、次々に焼かれていくカ
キを参加者は黙々と平らげていました。
　厚岸翔洋高校の生徒が調理した『カキ
のかきあげ丼』やカキ・アサリ・ホタテ
・ホッキ・ツブの 5種類が入った『五え
もん鍋』などの販売、雪中宝探しやカキ
つかみ取りなどのイベントも行われ、厚
岸の冬の味覚を味わおうと訪れた人で大
盛況となりました。

遊びのひろば男

シジロウミツバメの生態に迫る
特別展『大黒島～昼と夜の顔～』コ

　国指定天然記念物の大黒島海鳥繁殖地についての特別展『大
黒島～昼と夜の顔～』が2月13日から28日まで、海事記念館
で開催されました。
　町内の写真愛好家宮川佳治さんが撮影した、普段知ること
のできない大黒島の貴重な自然や風景の写真などを展示しま
した。 2月20日にはスライド上映会も開催され、参加者は、
大黒島の昼と夜の生態系の違いやコシジロウミツバメの生態
などについて、宮川さんの解説に聞き入っていました。

のおいしいカキを満喫
第17回カキＤＥござ～る冬

だいり

しけっあ Z     M UPZ     M UPZ     M UP
イベントや活動など、まちのニュースをお届けします



9 ズームアップ

　厚岸漁業協同組合主催の『厚岸味覚まつりｉｎサッポロフ
ァクトリー』が 2月13日と14日の 2日間開催されました。
　今年で 9回目を迎え、厚岸より直送した毛ガニ 2㌧、カキ
2万個、サンマの加工品などの販売や、海の幸の詰め合わせ
の発送、○×クイズなどのイベントも行われました。
　会場は新鮮なカキや上質な毛ガニを求めて訪れた人で、長
蛇の列ができるほど。厚岸湖水質浄化植樹運動募金に協力し
た先着300人には、毛ガニ鉄砲汁も振る舞われました。

るさとに思いをはせて
第46回東京厚岸会ふ

　 2月21日、首都圏近郊に住む本町出身者など、厚岸にゆか
りのある人が集う『第46回東京厚岸会』（宗石亨会長）が、東
京都千代田区内のホテルで開催され、会員と来賓合わせて100
人が参加しました。
　『ふるさとを語ろう！』が今年のテーマ。ふるさとを語るス
ピーチや『厚岸音頭』の合唱、厚岸の特産品が贈られる大抽選
会が行われ、遠く離れたふるさとへの思いを、時間を忘れる
ほど熱く語りあいました。

　 1月26日、保健福祉総合センターで『ヘルシー教室』が開催
され、19人が参加しました。
　この日の講座のテーマは『脂質異常症予防』。年齢を重ねる
につれ、血液中のコレステロールや中性脂肪などの脂質が増
加する傾向にあるため、食事などから予防する方法について
学びました。講座の後の調理実習では、 4品を調理。トマト
からだしを取るみそ汁には参加者も驚き。普段、家庭では調
理しない食材の組み合わせにチャレンジしていました。

ヘルシー教室ト

ガニもおいしい厚岸をＰＲ
厚岸味覚まつりｉｎサッポロファクトリー毛

楽で冬の夜を盛り上げるぜ！
サウンドコア・ライブ21音

マトで作るみそ汁？

　 2月20日、厚岸味覚ターミナル・コンキリエで『サウンド
コア・ライブ21』が行われ、厚岸翔洋高校軽音楽部と町内外
のバンド 5組が参加しました。
　このライブは町内の音楽愛好家でつくる音楽集団サウンド
コア実行委員会が主催し、今年で21回目を迎えました。活気
あふれる演奏はもちろんのこと、曲と曲の間や、バンドチェ
ンジをする間にも、さまざまなパフォーマンスで訪れた観客
を盛り上げていました。

ズームアップズームアップ



10この人に懸ける＆健康応援団

このコーナーでは、毎月あみか21で行っている7カ月児の
あかちゃん相談に参加したお子さんを紹介しています。

健康応援団
わが街の

健康応援団
わが街の

●問い合わせ／健康づくり係　 53-3333●問い合わせ／健康づくり係　 53-3333

\\

乳歯を虫歯から
守りましょう

　

近
年
、
歯
と
口
の
ケ
ア
と
心
身
の
健
康
の
関
連
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

重
要
な
こ
と
な
の
で
、
永
久
歯
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
、
乳
歯
の
う
ち
か
ら
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

子
ど
も
の
む
し
歯
は
、
年
齢
と
と
も
に
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
自
分
の
力
で
自
分
の
歯
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
保
護
者
の
正
し
い
理
解
と

手
助
け
が
必
要
で
す
。

【
む
し
歯
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
】

①
食
べ
か
す
（
糖
分
）
が
口
の
中
に
残
る

②
細
菌
が
糖
分
を
分
解

③
口
の
中
が
酸
性
に
な
っ
て
、
歯
の
カ

ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出
す
。
こ
の
状
態
が

続
く
こ
と
で
む
し
歯
に
な
り
ま
す

【
む
し
歯
予
防
の
対
策
】

①
食
べ
も
の
対
策

　

だ
ら
だ
ら
食
べ
る
こ
と
で
、
口
の
中
が
酸
性
に
な
り
、

む
し
歯
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
甘
い
も
の
は
控

え
、
食
事
や
お
や
つ
の
時
間
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

②
細
菌
対
策

　

乳
歯
の
生
え
始
め
が
、
乳
歯
の
ケ
ア
を
始
め
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
す
。
子
ど
も
は
一
人
で
上
手
に
歯
を
磨
け
ま

せ
ん
。
大
人
が
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
、

乳
歯
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
歯
質
対
策

　

フ
ッ
素
に
は
、
歯
を
丈
夫
に
し
て
、
む
し
歯
に
な
り

に
く
く
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
フ
ッ
素
を
利
用
す
る

に
は
歯
の
表
面
に
塗
る
方
法
と
、
フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨

剤
を
使
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
1
歳
に
な
る

子
ど
も
に
、
フ
ッ
素
の
塗
布
券（
4
回
分
）を
交
付
し
て

い
ま
す
。（
利
用
期
限
は
3
歳
に
な
る
誕
生
月
ま
で
）

お父さん：規希さん
お母さん：瑞希さん
　住まい：苫多

 三 浦　櫂 ちゃん

かいと

山 口 稜 生 ちゃん

い づ き

お父さん：憲行さん
お母さん：明世さん
　住まい：片無去

山 田　玄 ちゃん      

げん

お父さん：裕剛さん
お母さん：美咲さん
　住まい：山の手

お父さん：亮さん
お母さん：里枝さん
　住まい：宮園

髙 熊　羚 ちゃん      

れい

お父さん：昭さん
お母さん：麻斐さん
　住まい：白浜

 斎 藤 稜 生 ちゃん

い つ き

お父さん：雅和さん
お母さん：菜奈さん
　住まい：太田

髙 嶺 結 夏 ちゃん      

ゆ い な
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本の森通信
厚岸情報館厚岸情報館 52-22466

　

　

　舞台は日本。現代のビートルズの

コピーバンドが、ビートルズデビュ

ー前にタイムスリップ。自分たちが

先にビートルズの音楽を発表したら

…。盗作でメジャーデビューしてし

まいます。音楽歴史が次々変わり、

ビートルズメンバーの人生は？

11 本の森通信

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
１
台
配
置

　

情
報
館
の
蔵
書
検
索
、
著
作
権
フ
リ
ー

の
本
、
厚
岸
町
行
政
資
料
の
閲
覧
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
対
象
は
、
中
学
生
以
上
。
1
階
書

架
フ
ロ
ア
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
利
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
環
境
で
調
べ
も
の
が
で
き

ま
す

　

無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る

Ｗ
ｉ　

Ｆ
ｉ
が
、
館
内
で
利
用
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
学
習
や
調
べ
も
の
、
2
階
会

議
室
、
視
聴
覚
室
で
の
研
修
会
や
会
議
な

ど
に
ネ
ッ
ト
環
境
を
活
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
対
象
は
、
高
校
生
以
上
。
注
意
事

項
等
に
同
意
の
う
え
、
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
持
ち
込
み
が
可
能
で

す
。
ゲ
ー
ム
機
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

『僕はビートルズ』『レコジャケジャンキー』

　

　昔の音源媒体『レコード』のジャ

ケット、『レコジャケ』写真が満載

です。音楽レコードに『ジャケ買

い』という言葉があったように、

ジャケットの絵や写真を気に入り

レコードを買い、音楽を聴くこと

もありました。著名なジャケット

などたくさん紹介されています。

司
書
の
お
す
す
め

出版社：音楽出版社 著　者：藤井哲夫　　
出版社：講談社文庫
漫　画：かわがちかいじ

　

2
月
上
旬
に
情
報
館
の
図
書
館
シ
ス
テ

ム
を
更
新
し
た
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
に

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
情
報
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル

　

タ
イ
ト
ル
や
著
者
な
ど
の
情
報
に
加
え
、

本
の
表
紙
画
像
を
手
が
か
り
に
本
を
探
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
機
能
で
、
自
分
だ
け
の
本
棚
を
作

れ
ま
す
。
借
り
て
い
る
本
や
予
約
し
た
本

も
画
像
で
チ
ェ
ッ
ク
。
気
に
な
る
本
は
『
お

気
に
入
り
リ
ス
ト
』
に
入
れ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
便
利
な
機
能
が
満
載
で
す
。

新サービスが

ワ 

イ 

フ 

ァ 

イ

スタート

情報館の

－
11



12テレビ電話通信

▼▼ ▼▼ ▼▼電源ボタン

▼▼

灰色の機器の側面にある 4 つのランプ

テレビ電話の背面にある電源ボタン

灰色の機器

テレビ電話

引
っ
越
し
す
る
場
合

テ
レ
ビ
電
話
は
ど
う
す
る
の
？

【
町
外
へ
の
転
出
の
場
合
】

・
持
ち
家
を
取
り
壊
す
場
合
は
、
役
場
で
テ
レ

　

ビ
電
話
機
器
の
取
り
外
し
を
行
い
ま
す
。

・
持
ち
家
を
借
家
に
す
る
場
合
は
、
テ
レ
ビ
電

　

話
機
器
を
設
置
し
た
状
態
の
ま
ま
に
し
て
く

　

だ
さ
い
。

・
ア
パ
ー
ト
や
借
家
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
、

　

テ
レ
ビ
電
話
機
器
を
転
出
前
の
住
宅
に
設
置

　

し
た
状
態
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
町
内
へ
の
転
居
の
場
合
】

・
テ
レ
ビ
電
話
機
器
は
、
転
居
前
の
住
宅
に
設

　

置
し
た
状
態
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。
テ

　

レ
ビ
電
話
機
器
に
は
個
々
の
デ
ー
タ
を
設
定

　

し
て
い
ま
す
の
で
、
異
な
る
住
宅
等
で
は
使

　

用
で
き
ま
せ
ん
。

・
テ
レ
ビ
電
話
に
電
話
帳
を
登
録
し
て
い
る
場

　

合
は
、
他
の
テ
レ
ビ
電
話
に
電
話
帳
を
写
す

　

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
役
場
で
転
居
先
に

　

テ
レ
ビ
電
話
機
器
を
移
動
し
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
電
話
の
電
話
番

号
は
、
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
転
居
先
で
も

同
じ
番
号
を
使
い
た
い
場

合
は
役
場
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
広
報
情
報
係\

内
線

217
～
219

テ
レ
ビ
電
話
の
不
具
合
は

こ
れ
で
わ
か
り
ま
す

　

テ
レ
ビ
電
話
の
再
起
動
を
行
っ
て
も
正
常
に

動
か
な
い
場
合
は
、
テ
レ
ビ
電
話
と
接
続
さ
れ

て
い
る
灰
色
の
機
器
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

灰
色
の
機
器
の
側
面
に
あ
る
4
つ
の
ラ
ン
プ

（
『
認
証
』
、
『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
』
、
『
光
回
線
』
、
『
電

源
』）が
、
テ
レ
ビ
電
話
の
不
具
合
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。

　

4
つ
全
て
の
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て
い
る
状
態

は
正
常
で
す
。
１
つ
で
も
ラ
ン
プ
が
消
え
て
い

る
と
、
テ
レ
ビ
電
話
が
使
え
ま
せ
ん
。

・
『
認
証
』
と
『
光
回
線
』
の
2
つ
が
消
え
て
い

　

る
場
合
は
、
デ
ー
タ
が
届
い
て
い
な
い
こ
と

　

を
表
し
て
い
ま
す
。
屋
内
外
の
断
線
が
原
因

　

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
』の
ラ
ン
プ
が
消
え
て
い
る
場
合
は
、

　

テ
レ
ビ
電
話
と
灰
色
の
機
器
が
通
信
で
き
て

　

い
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
電

　

話
の
電
源
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
主
な
原

　

因
で
す
。

・
ラ
ン
プ
が
全
て
消
え
て
い
る
場
合
は
、
灰
色

　

の
機
器
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
抜
け
て
い
る
可
能

　

性
が
高
い
で
す
。

テ
レ
ビ
電
話
が
正
常
に

動
か
な
い
の
で
す
が
…

　

テ
レ
ビ
電
話
の
画
面
が
真
っ
暗
で
放
送
が
流

れ
な
い
、
画
面
を
タ
ッ
チ
し
て
も
文
字
盤
を
押

し
て
も
、
何
も
反
応
し
な
い
場
合
は
、
次
の
順

番
で
再
起
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
電
源
や
ケ
ー
ブ
ル
等
の
コ
ン
セ
ン
ト
等
が
抜

　

け
て
い
な
い
か
確
認
（
コ
ン
セ
ン
ト
が
抜
け

　

て
い
る
例
が
、
か
な
り
あ
り
ま
す
）

②
テ
レ
ビ
電
話
裏
側
に
あ
る
電
源
ボ
タ
ン
を
長

　

押
し
（
5
秒
程
度
）
し
て
、
電
源
を
切
る

③
再
度
、
テ
レ
ビ
電
話
裏
側
に
あ
る
電
源
ボ
タ

　

ン
を
押
す
（
1
秒
程
度
）

④
通
常
画
面
に
な
る
ま
で
5
分
ほ
ど
待
機

テレビ電話の疑問にテレビ電話の疑問に
お答えしますお答えします
テレビ電話の疑問に
お答えします

　平成23年より運用を開始したテレビ電話（ＩＰ告知情報端末）
ですが、 5年経過した今でも、さまざまな問い合わせがありま
す。皆さんからよくある問い合わせやテレビ電話の使い方につ
いて紹介します。



13 防災の輪・町火消し通信

みんなで拡げる

防災の輪防災の輪防災の輪

第11回

②
災
害
用
伝
言
板

　

携
帯
電
話
各
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
使

用
し
、
伝
言
を
文
字
で
登
録
で
き
ま
す
。

同
様
の
機
能
を
使
用
し
、
安
否
確
認
を
し

た
い
人
の
携
帯
電
話
番
号
を
入
力
す
る
こ

と
で
、
伝
言
を
確
認
で
き
ま
す
。

③
災
害
用
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
伝
言
板

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
、
災
害
用
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
伝
言
版
を
検
索
し
ま
す
。

登
録
す
る
固
定
・
携
帯
電
話
番
号
を
入
力

し
、
伝
言
を
残
す
こ
と
で
確
認
で
き
ま
す
。

④
災
害
用
音
声
お
届
け
サ
ー
ビ
ス

　

携
帯
電
話
各
社
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
音
声
を
パ
ケ
ッ
ト
通
信
で
登

録
す
る
た
め
、
災
害
時
に
も
比
較
的
つ
な

が
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
対
応
し
て

い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末
に
、
各

社
専
用
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
、
試
験
的
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、

あ
ら
か
じ
め
家
族
と
の
連
絡
手
段
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
／
危
機
対
策
係\

223
・
224

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
被
災

地
へ
の
電
話
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
家
族
等
の
安
否
情
報
や
避
難
場
所

へ
の
連
絡
等
を
行
う
方
法
と
し
て
『
災
害

用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
』
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
主
な
4
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

①
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

被
災
地
に
あ
る
固
定
電
話
が
対
象
で
す
。

『
1
7
1
』を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
市
外
局
番
か

ら
固
定
電
話
の
番
号
を
入
力
し
ま
す
。
通

常
の
留
守
番
電
話
の
よ
う
に
、
伝
言
を
録

音
で
き
ま
す
。
同
様
の
方
法
で
全
国
か
ら

伝
言
を
再
生
で
き
ま
す
。

連
絡
手
段
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

伝言の録音
・再生方法

録音再生

ガイダンスが流れます

1 + 自宅固定電話番号
　　　を入力

2 + 自宅固定電話番号
　　　を入力

171 にダイヤル

通信

【平成28年1月31日現在】

・火災発生件数 　　2件

・救　急　出　動    33件

・救　助　出　動 　　0件

・ドクターヘリ出動 　  1件

平成27年各種出動件数

【問い合わせ】
厚岸消防署　予防広報係
　厚岸町松葉4丁目1番地
　　52-5111

　平成27年は火災 4件、救急出動377件
と、平成26年と比べ大きな増減はありま
せんでした。
　しかし、今年は既に 2件の火災が発生
しています。火災は、ちょっとした不注
意から家族や財産を一瞬にして奪ってい
きます。
　家庭や職場での火の取り扱いには十分
注意し、火災のない町を目指しましょう。

平成27年 火災・救急出動件数平成27年 火災・救急出動件数
【火災件数　 4件】

【救急出動件数　377件】
火　　災　　1件　　 労働災害　　5件　　 水　　難　　2件
急　　病　188 件　　 運動競技　　0件　　 そ の 他　104 件
一般負傷　 49 件　　 加　　害　　3件　　 （転院搬送など）

交通事故　 23 件　　 自　　損　　2件　 　ドクターヘリ出動　14 件

建物火災　　2件
車両火災　　1件
その他火災　1件

【傷病者程度別グラフ】

《
内
訳
》

《
内
訳
》

重症17％
軽症35％

中等症45％

死亡3％・

\
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町長へのポスト 14

　

意
見
・
提
案
な
ど
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど

　

活
用
し
た
議
会
だ
よ
り
を

　

議
会
だ
よ
り
で
す
が
、
紙
面
も
素
晴
し

い
で
す
。

　

他
の
自
治
体
で
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
の
活
用
は
ど
う

で
す
か
。
釧
路
市
な
ど
で
は
使
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方

が
若
い
人
な
ど
も
興
味
を
持
っ
て
見
る
と

思
い
ま
す
。
町
内
会
の
加
入
率
も
低
い
よ

う
な
の
で
、
そ
の
方
が
政
治
に
対
し
て
も

感
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
真
栄
、
男
性
〉

※
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
社
会
的
な
つ
な
が

り
を
作
る
サ
ー
ビ
ス
）
の
一
つ

●
ご
返
事　

町
長
へ
の
ポ
ス
ト
に
意
見
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ご
提
言
の
あ
っ
た
議
会
か
ら
の
情
報
発

信
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
開
か
れ
た
議
会

を
め
ざ
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
非
常

に
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
議
場
中
継
な
ど
に
つ
い
て
も
調
査

研
究
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
費
用
が

膨
大
な
こ
と
な
ど
か
ら
現
時
点
で
の
導
入

は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昨
今

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
の
上
昇
な
ど

を
踏
ま
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
形
で
議
会
の
情
報
発
信
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

他
の
町
村
議
会
の
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
、

い
た
だ
い
た
ご
提
言
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理
解
願

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
町
長
〉

　

観
光
名
所
の
絵
は
が
き
と

　

う
み
え
も
ん
の
グ
ッ
ズ

　

厚
岸
の
観
光
名
所
の
絵
は
が
き
が
欲
し

く
て
、
役
場
、
駅
、
あ
や
め
ヶ
原
な
ど
を

観
光
し
て
も
見
つ
か
ら
ず
、
残
念
で
ず
っ

と
過
ご
し
て
来
ま
し
た
。
厚
岸
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
手
元
で
い
つ
で
も
見
た
り
、

送
っ
た
り
で
き
る
絵
は
が
き
が
ほ
し
い
の

で
す
。

　

も
し
、
ど
こ
か
に
置
い
て
あ
る
の
な
ら
、

置
い
て
あ
る
場
所
と
値
段
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

う
み
え
も
ん
も
厚
岸
に
登
場
し
た
の
で
、

う
み
え
も
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
の
販
売

も
手
頃
な
値
段
で
大
、
中
、
小
と
、
作
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
尾
幌
、
女
性
〉

●
ご
返
事　

町
長
へ
の
ポ
ス
ト
に
意
見
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

現
在
、
厚
岸
町
の
観
光
名
所
な
ど
を
描

い
た
絵
は
が
き
8
種
類
、
写
真
は
が
き
16

種
類
を
厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
コ
ン
キ

リ
エ
で
1
枚
1
0
8
円（
税
込
み
）、
愛
冠

観
光
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
あ
や
め
ヶ
原

観
光
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
1
枚
1
0
0

円（
税
込
み
）で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
う
み
え
も
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
な

ど
の
グ
ッ
ズ
販
売
で
す
が
、
民
間
事
業
者

と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
〈
町
長
〉

　

標
茶
に
全
然

　

行
け
ま
せ
ん

　

厚
岸
か
ら
標
茶
間
の
路
線
バ
ス
で
毎
日

１
往
復
で
い
い
の
で
、
復
活
し
て
く
れ
ま

せ
ん
か
？

　

復
活
し
て
く
れ
な
い
と
全
然
標
茶
に
行

け
ま
せ
ん
。
是
非
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
片
無
去
、
男
性
〉

●
ご
返
事　

町
長
へ
の
ポ
ス
ト
に
意
見
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

厚
岸
標
茶
間
の
路
線
バ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
バ
ス
に
よ
り
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
5
年
4
月
1
日
に
廃
止
さ
れ
、

そ
の
後
、
厚
岸
町
か
ら
下
新
拓
ま
で
の
間

を
、
標
茶
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
足
と

し
て
、
標
茶
町
と
連
携
し
運
行
を
確
保
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
標
茶
高
校
の
増

改
築
に
よ
り
学
校
寮
生
活
が
定
着
し
た
こ

と
や
、
標
茶
高
校
へ
の
入
学
者
が
い
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
13
年
7
月
以
降
、

通
学
生
の
利
用
が
皆
無
と
な
り
、
ま
た
、

今
後
の
利
用
も
ま
れ
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
来
の
運
行
目
的
は
ほ
ぼ
消
滅
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
釧
路
市
内

あ
る
い
は
町
立
病
院
へ
の
通
院
目
的
で
利

用
し
て
い
る
通
学
生
以
外
の
利
用
者
の
代

替
え
路
線
確
保
を
図
り
、
平
成
16
年
4
月

30
日
を
も
っ
て
こ
の
バ
ス
も
廃
止
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
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バ
ス
廃
止
後
、
厚
岸
町
内
か
ら
標
茶
高

校
へ
入
学
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
保

護
者
が
標
茶
町
の
区
域
ま
で
送
迎
し
、
そ

こ
か
ら
標
茶
町
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使
用

し
て
通
学
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
厚
岸
町
か
ら

標
茶
高
校
に
通
学
し
て
い
る
生
徒
は
い
ま

せ
ん
。

　

路
線
バ
ス
の
運
行
は
、
一
般
的
に
民
間

の
バ
ス
事
業
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
た
め
、

収
益
に
見
合
わ
な
い
路
線
の
確
保
は
、
通

常
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
町
が

バ
ス
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
や
、
町
直

営
の
バ
ス
を
運
行
す
る
な
ど
の
方
法
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
路
線
を
維
持
す
る
た
め

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

厚
岸
町
内
の
中
学
校
卒
業
者
数
も
年
々
減

少
し
て
お
り
、
今
後
、
標
茶
高
校
に
通
学

す
る
生
徒
も
多
く
を
見
込
め
な
い
状
況
で

は
、
バ
ス
の
運
行
は
困
難
で
す
。　

　

自
家
用
車
な
ど
の
交
通
手
段
が
な
い
人

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
町
長
〉

　

光
栄
地
区
に

　

郵
便
ポ
ス
ト
を

　

光
栄
地
区
の
郵
便
ポ
ス
ト
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
、
高
齢
者
や
車
の
免
許
を
持

た
な
い
人
が
と
て
も
不
便
で
困
っ
て
い
ま

す
。

　

町
の
管
轄
で
は
な
い
の
は
知
っ
て
お
り

ま
す
が
、
郵
便
局
に
働
き
か
け
、
設
置
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

は
が
き
一
枚
出
す
の
に
、
バ
ス
に
乗
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
情
を
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
光
栄
、
女
性
〉

●
ご
返
事　

町
長
へ
の
ポ
ス
ト
に
意
見
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
郵
便
ポ
ス
ト
が
無

い
事
実
は
、
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
や
自

動
車
運
転
免
許
証
を
持
た
な
い
人
に
と
っ

て
、
大
変
不
便
で
あ
る
も
の
と
お
察
し
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
要
望
を
拝
見
し
、
厚
岸
郵
便

局
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
光
栄

地
域
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
に
撤
去
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

　

厚
岸
郵
便
局
へ
は
、
地
域
か
ら
の
郵
便

ポ
ス
ト
再
設
置
の
要
望
が
あ
る
旨
を
伝
え

た
う
え
で
、
今
後
の
予
定
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
同
様
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
か

ら
も
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
郵
便
ポ
ス
ト

再
設
置
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
か
ら
の

強
い
要
望
と
し
て
、
引
き
続
き
郵
便
ポ
ス

ト
再
設
置
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
〈
町
長
〉

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　

床
が
冷
た
い

　

コ
ア
ぽ
ん
と
き
ら
く
内
に
あ
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
ほ
ぼ
毎
日
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
ハ
イ
ハ
イ
で
動
き
回
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
床
が
非
常

に
冷
え
る
の
で
、
い
つ
も
心
配
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
は
厚
手
の
く

つ
下
を
は
け
ば
よ
い
の
で
す
が
、
赤
ち
ゃ

ん
に
厚
着
を
さ
せ
る
の
は
難
し
く
、
床
で

ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
が
っ
て
い
る
と
、
子
ど
も
の

全
身
が
冷
え
切
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
他

の
お
母
さ
ん
も
、
赤
ち
ゃ
ん
に
腹
ま
き
を

さ
せ
た
り
し
て
工
夫
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
改
修

工
事
な
ど
大
が
か
り
な
こ
と
は
申
し
ま
せ

ん
。
せ
め
て
、
熱
を
遮
断
す
る
マ
ッ
ト
を

敷
く
な
ど
、
応
急
措
置
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
湾
月
、
女
性
〉

●
ご
返
事　

町
長
へ
の
ポ
ス
ト
に
意
見
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
岸
町
で

は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
中
、
年
々
利
用
数
が
増
加
し
て
い
る
大

変
活
発
な
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
親
子
の

交
流
や
相
談
、
情
報
提
供
が
で
き
る
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
大
変
重
要
な
施

設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
状
況
を
聞
き
、

取
り
急
ぎ
一
部
運
動
用
マ
ッ
ト
を
使
用
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
断
熱
効
果
も
あ
り
使

用
し
や
す
い
よ
う
で
す
の
で
、
床
の
全
面

に
マ
ッ
ト
使
用
が
で
き
な
い
か
検
討
中
で
、

早
期
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
し
ば
ら
く
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
今
後
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用
し

や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
環
境
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
町
長
〉

町長へのポスト15
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小児救急電話相談事業の小児救急電話相談事業の
　相談時間が拡大されました　相談時間が拡大されました
小児救急電話相談事業の小児救急電話相談事業の
　相談時間が拡大されました　相談時間が拡大されました
小児救急電話相談事業の小児救急電話相談事業の
　相談時間が拡大されました　相談時間が拡大されました

　北海道では、夜間の子どもの急な病気やけがについて、

すぐに医療機関にかかる必要があるか、家庭でどのよう

な応急手当をすればよいかなど、看護師がアドバイスを

行う電話相談を実施しています。このたび、相談時間が

翌朝 8 時まで拡大されました。

●相談対象／北海道内に在住または滞在している子ども

　の保護者等

●受付時間／毎日19時から翌朝 8 時まで

●受付電話番号／　011-232-1599（いーこきゅうきゅう）

●短縮ダイヤル／＃8000（※ＩＰ電話、ひかり電話およ

　びＰＨＳからはつながりません）

●利用にあたっての注意／電話相談

　は家庭での一般的対処に関する助

　言であり、電話による診断・治療

　はできません。

　詳しくは、北海道保健福祉部地域

医療推進局地域医療課のホームページをご覧ください。

●問い合わせ／健康づくり係　53-3333

\

\

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

●
募
集
住
宅

▽
白
浜
団
地
／
平
成
2
年
建
・
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

＝
1
階
1
戸

▽
白
浜
団
地
／
平
成
4
年
建
・
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

＝
2
階
1
戸

▽
奔
渡
団
地
／
平
成
3
年
建
・
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

＝
4
階
1
戸

▽
梅
香
団
地
／
昭
和
54
年
建
・
3
Ｄ
Ｋ
＝

2
階
1
戸

（
入
居
可
能
日
は
4
月
上
旬
以
降
と
な
り

ま
す
）

●
家
賃
／
入
居
す
る
世
帯
の
収
入
、
住
宅

の
規
模
、
立
地
条
件
、
築
年
数
な
ど
に
応

じ
て
個
々
に
算
定

●
募
集
期
間
／
3
月
1
日C

か
ら
10
日B

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
契
約
管
財

係\

内
線
275
～
277

臨
時
職
員
等
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
臨
時
職
員
な
ど
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
記
事
中
の
年
齢
は
、
す
べ

て
4
月
1
日
現
在
の
満
年
齢
で
す
。
勤
務

時
間
や
賃
金
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
①
】

●
募
集
内
容
／
栄
養
教
室
や
母
子
保
健
事

業
等
に
従
事
す
る
臨
時
職
員

▼
臨
時
管
理
栄
養
士
（
年
間
1
0
0
日
間
、

有
資
格
者
）
＝
1
人

▼
臨
時
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
（
10
日

間
程
度
、
有
資
格
者
）
＝
若
干
名

▼
臨
時
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
（
5

日
間
程
度
、
有
資
格
者
）
＝
若
干
名

●
勤
務
場
所
／
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

●
応
募
条
件
／
厚
岸
町
の
公
納
金
に
滞
納

が
な
い
人

●
応
募
方
法
／
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
様
式
例
に

基
づ
い
た
履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼
り
、
資

格
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
健
康
づ
く
り

係
に
提
出

●
締
め
切
り
／
3
月
11
日N

●
面
接
試
験
／
3
月
下
旬
に
予
定

●
問
い
合
わ
せ
／
健
康
づ
く
り
係\

53^

3
3
3
3

【
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
②
】

●
募
集
内
容
／
介
護
認
定
調
査
に
従
事
す

る
非
常
勤
職
員
＝
2
人

●
応
募
条
件
／
普
通
自
動
車
を
運
転
す
る

こ
と
が
で
き
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関

し
て
の
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
65
歳
未

満
の
人
で
、
厚
岸
町
の
公
納
金
に
滞
納
が

な
い
人

●
雇
用
期
間
／
4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年

3
月
31
日

●
応
募
方
法
／
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
様
式
例
に

基
づ
い
た
履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼
り
、
介

護
保
険
係
に
提
出

●
締
め
切
り
／
3
月
11
日N

●
問
い
合
わ
せ
／
介
護
保
険
係\

53^

3

3
3
3

就
学
援
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

教
育
委
員
会
で
は
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
以
外
で
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

人
に
対
し
て
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
に
お
子
さ
ん
の
勉
強
に
必
要
な
学
用

品
費
、
学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
各
小
中
学

校
ま
た
は
学
校
教
育
係\

内
線
354
～
357

募
集

教
育
委
員
会
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情報ＢＯＸ17

軽自動車税
に関するお知らせ

　納期限納期限が5 月25日
　に変わりますに変わります
　軽自動車税の納税通知書は、

平成28年度から 4月下旬に発送

し、納期限は 5月25日となりま

す。

●問い合わせ／町民税係　内線

135～139

　軽自動車税納税証明書　軽自動車税納税証明書　
　（車検用）について（車検用）について
　有効期限が平成28年 4 月22日

と記載された納税証明書（車検

用）は、記載の期限に関わらず、

そのまま平成28年 5 月24日まで

使用できます。

●問い合わせ／納税係　内線142

～147

\

\

冬期間開館時間（3月） AM10:00～PM6:00
※宴会ご予約時は延長可能です

◆◆町民の皆様に感謝を込めて◆◆

歓送迎会・各種宴会コース賜ります

予約に関するお問い合わせはお気軽にご連絡ください

■あぶりや

　恒例　焼き肉食べ放題（90分）ライス・デザート付き 1,250円

■レストラン・エスカル

  豚･鶏味噌チゲ鍋食べ放題 （90分）ライス・デザート付き1,580円

恒例　午後5時より　オイスターDEナイト開催
今月は

3月13日(日)
に開催!!

※当日は午後9時まで
　時間延長

で

ポイントカード
ポイント2倍デー

新メニュ
ー

登場!
新メニュ

ー

登場!

軽
自
動
車
を
廃
車
や

譲
渡
し
た
と
き
は
手
続
き
を

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
4
月
1
日
現
在
の

所
有
者（
場
合
に
よ
っ
て
は
使
用
者
）に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
廃
車
や

譲
渡
な
ど
を
し
た
場
合

に
異
動
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
、
軽
自
動
車
を

所
有
し
て
い
な
い
の
に

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
異
動
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

転
入
や
転
出
の
場
合
も
必
ず
異
動
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

●
届
出
場
所

①
1
2
5
CC
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
自
動
車

を
含
む
）
＝
役
場
税
財
政
課
町
民
税
係

②
1
2
5
CC
を
超
え
2
5
0
CC
以
下
の
二

輪
車
、
三
輪
車
、
軽
四
輪
自
動
車
（
貨
物

・
乗
用
）
＝
釧
路
軽
自
動
車
協
会\

0
1

5
4^

51^

0
7
4
5

③
2
5
0
CC
を
超
え
る
二
輪
車
（
二
輪
の

小
型
自
動
車
）
＝
釧
路
運
輸
支
局\

0
1

5
4^

51^

2
5
2
2

●
問
い
合
わ
せ
／
町
民
税
係\

内
線
135
～

139　 固
定
資
産
の
帳
簿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

次
の
期
間
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
な

ど
を
記
載
し
た
固
定
資
産
の
帳
簿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
／
4
月
1
日N

か
ら
6
月
27
日X

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

●
場
所
／
資
産
税
係
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
人
／
納
税
者
、
納
税
者
か

ら
委
任
状
を
交
付
さ
れ
た
代
理
人
、
納
税

管
理
人

　

ま
た
、
所
有
者
本
人
や
土
地
・
家
屋
を

借
り
て
い
る
人
は
、
所
有
し
て
い
る
土
地

・
家
屋
や
借
り
て
い
る
土
地
・
家
屋
分
の

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
資

産
税
係\

内
線
140
～

141　 運
営
協
議
会
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、
制

度
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す

る
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
／
満
20
歳
以
上
の
人

●
募
集
人
数
／
5
人

●
任
期
／
平
成
28
年
7
月
か
ら
2
年
間

※
協
議
会
は
年
3
回
を
予
定

●
応
募
方
法
／
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
お
よ
び
町
民
課
窓
口
に
あ
る
応

募
要
領
を
参
照

●
応
募
締
め
切
り
／
4
月
28
日B

●
問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合\

0
1
1^

2
9
0^

5
6

0
1
、
町
民
課
保
険
医
療
係\

内
線
118
～

121　
後
期
高
齢

税

や合を
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12月の状況
●12月のごみ収集・持込量  338,635kg

前年同月比(％)前月比(％)

粗　 大 　ご　 み

資 源 と な る ご み

燃 や せ な い ご み

燃 や せ る ご み

ごみの種類 ごみ量(kg)

有  害  な  ご  み

14.5115,557

   △77.3

7.2

29.8

△12.1

66.9

185

29,360

32,803

160,730

△7.9

△4.1

計 338,635

△8.7

△2.3

△54.9

6.0

10.6

資 源 化 さ れ た 量 10.2111,272

　※リサイクル率 32.9%（全収集量のうち、資源化された割合）

ご存じですか？
　　　障害基礎年金

　国民年金の加入中等に初診日がある病気やケガなどで障がい
の状態になったとき、障害認定日（初診日から 1年 6カ月を経
過した日またはその期間内に症状が固定した日）において、国
民年金の障害等級の 1級または 2級に該当した場合は、障害基
礎年金を受けることができます。
　ただし、原則として65歳に達する前日までに障がいの状態に
なければなりません。
　また、初診日の前日において、初診日の属する月の前々月ま
での公的年金加入期間のうち、保険料納付済期間と免除期間（若
年者納付猶予期間・学生納付特例期間を含む）を合わせた期間
が3分の 2以上必要となります。
　なお、20歳前に初診日のある病気やケガによって障がいの状
態になった人で、国民年金の障害等級の 1級または 2級に該当
すれば、20歳から（障害認定日が20歳以後の場合は、障害認定
日から）受給できます。ただし、本人に一定額以上の所得や他
年金の受給がある場合、支給が制限されます。

●問い合わせ・申し込み／町民課保険医療係　内線118～121、

釧路年金事務所　0154-61-6001（自動音声 3番）

　

国民年金

\

\
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湿
原
な
ど
の
学
術
研
究
に

最
高　

万
円
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、
原
始
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い

る
厚
岸
湖
・
別
寒
辺
牛
湿
原
の
保
護
や
ワ

イ
ズ
ユ
ー
ス（
賢
明
な
利
用
）に
必
要
な
学

術
資
料
を
得
よ
う
と
、
専
門
知
識
を
持
っ

た
大
学
生
や
研
究
者
、
自
然
愛
好
家
な
ど

を
支
援
す
る『
学
術
研
究
奨
励
補
助
制
度
』

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
厚
岸
湖
・
別
寒
辺

牛
湿
原
の
自
然
科
学
分
野
の
研
究
や
自
然

環
境
と
漁
業
資
源
・
酪
農
問
題
の
関
連
を

明
ら
か
に
す
る
社
会
・
人
文
科
学
分
野
の

研
究
な
ど
で
す
。

上
限
は
50
万
円

で
、
交
通
費
や

宿
泊
費
、
車
両

・
カ
ヌ
ー
・
船

舶
な
ど
の
借
り

上
げ
料
を
補
助

し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／

交
付
要
望
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
厚
岸
水
鳥
観
察
館
（
〒
0
8
8^

1

1
4
0
、
厚
岸
町
サ
ン
ヌ
シ
66
番
地
）
へ

郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

●
締
め
切
り
／
3
月
31
日
（
当
日
消
印
有

効
）

●
交
付
要
望
書
な
ど
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ
／
水
鳥
観
察
館\

52^

5
9
8
8

ご
み
の
排
出
抑
制
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

3
月
は
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
、
ご
み

が
多
く
出
さ
れ
る
時
期
で
す
。
ま
だ
使
え

る
も
の
は
安
易
に
ご
み
に
は
出
さ
ず
、
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
利
用
し
た
り
、

人
に
譲
る
な
ど
し
、
ご
み
の
排
出
抑
制
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

12
月
の
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
廃
棄
物

対
策
係\

内
線
257
～
259

仕
事
で『
は
か
り
』を
使
う
人
は

必
ず
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

商
店
・
加
工
場
な
ど
で
取
引
や
証
明
上

の
計
量
に
使
用
し
て
い
る『
は
か
り（
分
銅

お
も
り
を
含
む
）』は
、
北
海
道
知
事
が
行

う
定
期
検
査
ま
た
は
、
民
間
業
者
に
よ
る

代
理
検
査
を
2
年
に
1
度
受
け
、
合
格
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度
は
特
定
計
量
器
検
査
の
実
施

年
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
商
工
雇
用
推
進
係\

内

線
234
・
235

水
泳
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

【
小
学
3
・
4
年
生
水
泳
教
室
】

●
内
容
／
初
歩
的
な
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ

を
指
導
し
ま
す

●
日
時
／
4
月
8
日
・
15
日
・
22
日
、
5

月
13
日
・
20
日
、
金
曜
日
、
16
時
か
ら
17

時
（
全
5
回
）

水
鳥
観
察
館

50

く
ら
し

し
ご
と

温
水
プ
ー
ル

協物
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今月の納期

3月25日（金）までに
必ず納めましょう
納付には便利な口座振替を
お勧めします。

●国民健康保険税（普通徴収）第 9期

●夜間窓口／ 3 月25日（金）17時15分

　～20時　役場税財政課窓口

●問い合わせ／税財政課納税係　内 

　線142～147

国民健康保険税

当日は夜間窓口を開いていま
すので、ご利用ください。

\

後期高齢者医療保険料

●後期高齢者医療保険料（普通徴収）              

　　　　　　　　　　　　　第9期

●問い合わせ／町民課保険医療係　

　内線118～121

\

●
対
象
者
／
町
内
の
小
学

3
・
4
年
生

●
定
員
／
先
着
20
人　

●
参
加
料
／
施
設
使
用
料

と
し
て
一
回
1
0
0
円

●
募
集
期
間
／
3
月
31
日

B

か
ら
4
月
7
日B

【
厚
岸
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
】

●
内
容
／
サ
ー
ク
ル
活
動
的
な
水
泳
練
習

を
行
い
ま
す
。
競
泳
四
泳
法
の
泳
法
技
術

な
ど
を
指
導
し
ま
す

●
日
時
／
4
月
12
日
か
ら
7
月
12
日
ま
で

の
13
回
、
8
月
30
日
か
ら
11
月
29
日
ま
で

の
12
回
、
火
曜
日
、
19
時
か
ら
20
時
（
全

25
回
）

●
対
象
者
／
町
内
の
小
中
学
生
で
ク
ロ
ー

ル
で
呼
吸
を
し
な
が
ら
25
㍍
以
上
泳
げ
る

児
童
・
生
徒
15
人
、
ク
ロ
ー
ル
で
10
㍍
泳

げ
る
児
童
・
生
徒
15
人

●
定
員
／
30
人

●
参
加
料
／
施
設
使
用
料
と
し
て
小
中
学

生
シ
ー
ズ
ン
券
の
購
入
2
1
6
0
円
・
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
8
0
0
円
（
振

込
み
手
数
料
が
別
途
必
要
で
す
）

●
募
集
期
間
／
3
月
25
日N

よ
り
随
時

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
温
水
プ
ー

ル\

52^

6
6
3
1

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の

素
案
に
対
し
て
ご
意
見
を

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

や
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
厚
岸
町
の

人
口
の
将
来
展
望
を
示
す
『
厚
岸
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
』
と
、
人
口
減
少
を
抑
制
す
る

た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を
示
す
『
厚
岸
町

未
来
創
生
総
合
戦
略
』
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
の
素
案
を
町
内
の
主
な
施
設
に
設
置
し

て
公
表
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
公
表
期
間
／
3
月
18
日N

ま
で

●
公
表
場
所
／
役
場
庁
舎
町
民
ホ
ー
ル
、

湖
南
地
区
出
張
所
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
、
上
尾
幌
駐
在
所
、
情
報
館

※
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
希
望
者
に
は
郵
送
し
ま
す
の

で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法
／
公
表
場
所
に
設
置
し
て
い

る
用
紙
な
ど
に
意
見
・
住
所
・
氏
名
を
記

入
の
う
え
、
併
設
し
て
い
る
投
稿
箱
に
投

函
す
る
か
、
フ
ァ
ク
ス
（
52^

3
1
3
8
）

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
で
提
出

※
電
話
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

●
締
め
切
り
／
3
月
18
日N

●
問
い
合
わ
せ
／
企
画
調
整
係\

内
線
231

計
画

aks_machi@pop2.

m
a
r
i
m
o
.
o
r
.
j
p
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農
村
環
境
保
全
活
動
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

釧
路
太
田
広
域
保
全
活
動
組
織
の
取
り
組
み

釧
路
太
田
広
域
保
全
活
動
組
織
の
取
り
組
み

釧
路
太
田
広
域
保
全
活
動
組
織
の
取
り
組
み

釧
路
太
田
広
域
保
全
活
動
組
織
の
取
り
組
み

釧
路
太
田
広
域
保
全
活
動
組
織
の
取
り
組
み

本
町
の
代
表
選
手
が

頑
張
り
ま
し
た

●
第
41
回
北
海
道
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
兼
第
47
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
北
海
道

予
選
会
／
▽
真
龍
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
少
年
団
女
子

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
町
に
／
東
京
都
、
矢
萩
英
司
さ
ん
＝
5

千
円（
寄
附
金
）

若
松
保
育
所
で

勤
務
し
ま
せ
ん
か

　

若
松
自
治
会
で
は
、
若
松
保
育
所
で
勤

務
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
保
育
士

免
許
の
有
る
無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数
／
1
人

●
応
募
条
件
／
町
内
在
住
で
、
通
勤
可
能

　
　

釧
路
太
田
広
域
保
全
活
動
組
織
で
は
、

　

高
齢
化
等
に
よ
り
、
農
村
環
境
の
維
持

　

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
地
域

な
人

●
応
募
方
法
／
直
接
、
若
松
保
育
所
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り
／
3
月
18
日N

●
問
い
合
わ
せ
／
若
松
保
育
所\

55^

9

0
0
1

あ
な
た
も
『
あ
っ
け
し
牡
蠣

博
士
』
に
な
ろ
う　

　

今
年
も
3
月
20
日z
に
『
あ
っ
け
し
牡

蠣
博
士
認
定
試
験
』
を
行
い
ま
す
。

の
共
同
作
業
に
よ
り
農
村
地
域
の
豊
か　

な
景
観
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
毎　

年
、
計
画
的
に
農
村
環
境
保
全
活
動
を　

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
農
村
地
域
の
主
要

農
道
で
の
ご
み
拾
い
や
有
識
者
を
講
師

に
招
き
、
農
村
環
境
の
保
全
に
係
る
勉

強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
村
環
境
の
保
全
の
た
め
、

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
農
業
振
興
係\

内
線

157　 
　

昨
年
は
、
町
内
を
は
じ
め
道
内
外
か
ら

59
人
が
受
験
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
あ
っ
け
し
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
』

と
い
う
、
厚
岸
の
魅
力
を
『
見
て
、
聞
い

て
、
味
わ
っ
て
』
も
ら
う
企
画
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
大
変
好
評
を
得
た
の
で
、
今
年

も
3
月
19
日m

に
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
試
験
後
の
『
牡
蠣
を
食
べ
る
会

（
20
日
、
前
売
券
式
）
』
も
コ
ン
キ
リ
エ
で

行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
貼
り
出
さ
れ
て
い
る
ポ
ス

タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
厚
岸
ネ
ッ
ト
（
こ

募
集

募
集

活
躍
…
町
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
助
成
の
対
象
者

寄
付
・
奉
仕

試
験

　前回の平成22年の調査結果と比
べると、5年間で853人、163世
帯が減少したことになります。
●問い合わせ／統計調査係　内線

236・237

平成27年国勢調査の
結果をお知らせします

（地方集計による人口速報集計）

厚岸町の人口総数と世帯数は

人口総数　9,777人
世  帯  数　4,115世帯

　平成27年国勢調査へのご協力あ
りがとうございました。平成27年
10月 1日を基準日として実施した
国勢調査の結果速報がまとまりま
した。

\
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種　　　目 資　　　格 受付期間 試　験　日 試験場所

予備自衛官補（一般） 18歳以上34歳未満 釧路駐屯地

予備自衛官補（技能）
18歳以上国家免許資格等を
有する人（資格により53歳
～55歳未満の人）

別示

一般幹部候補生
（陸・海・空）

22歳以上26歳未満の人で大
学卒業程度の学力を有する人

平成28年
5 月 6 日まで

一次／ 5月14日、15日
（15日は飛行要員のみ）

道東経済センター
ビル予定

平成28年
4 月 8 日まで

平成28年 4 月15日～
19日のうち、いずれ
か 1日を指定されま
す。

予備自衛官補・一般幹部候補生　募集

※一般幹部候補生につきましては、飛行要員もありますので問い合わせてください。
●問い合わせ／自衛隊帯広地方協力本部釧路出張所　 0154-22-1053

\

コンキリエ利用券が5人に当たり
ます
!! 

■先月号のクイズの答え　　
　①＝ア（ 4件）　②＝イ（17回目）
　③＝イ（ 3月15日）

広
報
ク
イ
ズ
の
抽
選
は
正
解
者
の
中
か
ら
無
作
為
に
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
当
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
抽
選
か
ら
外
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
▼

▼

問題ごとに正しい答えを選び、はがきに書いて
送ってください。（町内の人に限ります）
正解者から抽選で今月は5人にコンキリエ利用
券を差し上げます。

①東日本大震災は平成何年に発生したか（ヒン

トは 2～ 3㌻）

ア＝平成23年　イ＝平成24年　ウ＝平成25年

②平成27年の交通事故による救急件数は何件か

（ヒントは13㌻）

ア＝10件　イ＝23件　ウ＝37件

③ネーミングを募集するカキは、何の貝殻を用

いた種苗で生産するか（ヒントは22㌻）

ア＝ホタテ　イ＝ホッキ　ウ＝アワビ

　応募方法／はがきに答え、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて送ってください。
　あて先／〒088－1192
　　　　　厚岸町真栄 3丁目 1番地
　　　　　厚岸町役場『広報クイズ』係
　締め切り／ 3月15日（火）（当日消印有効）
※先月は34人から応募があり、次の人が当選し
ました。／浜谷順子／佐藤稔／細川恵子／塚田
ミヨ／片島恵子　　　　　　　　　　〈敬称略〉
…………………………………………………………
寄せられたはがきの個人情報は応募目的以外に
は使用せず、厳重に保管します。

れ
か
ら
の
町
を
語
る
会
）

●
問
い
合
わ
せ
／
事
務
局
（
た
け
だ
工
務

店
㈱
内
）\

52^

7
6
0
0

休
日
公
証
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
休
日
公
証
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
3
月
25
日n

ま
で
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
／
3
月
27
日Z

10
時
か
ら
16
時

●
場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場
（
釧
路
市
末

広
町
7
丁
目
2
番
地
、
金
森
ビ
ル
1
階
）

●
相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
、

尊
厳
死
宣
言
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
賃
貸

借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰
謝
料
・
財

産
分
与
な
ど

●
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
／
釧
路

公
証
人
役
場\

0

1
5
4^

25^

1

3
6
5

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の

入
校
生
を
追
加
募
集
し
ま
す

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の
平
成
28
年

度
入
校
生
（
訓
練
期
間
1
年
ま
た
は
2
年

間
）
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
願
書
受
付
期
間
／
4
月
11
日X

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
砂
川
市
焼
山
60

番
地
）\

0
1
2
5^

52^

2
7
7
4

情報ＢＯＸ21

相
談

福
祉
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厚
岸
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
ホ
タ
テ
の

貝
殻
を
用
い
た
人
工
種
苗
で
生
産
す
る『
厚

岸
生
ま
れ
厚
岸
育
ち
の
厚
岸
カ
キ
』
の
普

及
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

厚
岸
町
は
、
昔
か
ら
漁
業
が
盛
ん
に
営

ま
れ
て
お
り
、
特
に
カ
キ
は
沿
岸
漁
業
の

　
　
　
　
　
　
　

柱
で
、
全
国
的
に
カ
キ

　
　
　
　
　
　
　

の
名
産
地
と
し
て
知
ら

　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
ま
す
。
厚
岸
の

　
　
　
　
　
　
　

恵
ま
れ
た
環
境
が
う
ま

　
　
　
　
　
　
　

み
を
凝
縮
さ
せ
、
コ
ク

　
　
　
　
　
　
　

が
あ
っ
て
身
は
ふ
っ
く

　
　
　
　
　
　
　

ら
、
甘
み
が
濃
厚
な
カ

　
　
　
　
　
　
　

キ
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
し
な
が
ら
、
環

　
　
　
　
　
　
　

境
の
変
化
で
天
然
の
種

　
　
　
　
　
　
　

苗
を
確
保
で
き
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　

り
、
厚
岸
町
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　

カ
キ
養
殖
の
種
苗
は
、

　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
よ
り
大
部
分
を

　
　
　
　
　
　
　

購
入
し
て
い
ま
す
。
稚

　
　
　
　
　
　
　

貝
を
宮
城
県
に
頼
り
き

　
　
　
　
　
　
　

り
に
な
っ
て
い
る
状
況  

　
　
　
　
　
　
　

に
漁
業
者
は
危
機
感
を

　
　
　
　
　
　
　

抱
き
、
地
元
で
の
安
定

　
　
　
　
　
　
　

し
た
種
苗
生
産
が
切
望

　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
岸
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　

を
は
じ
め
関
係
機
関
の

　
　
　
　
　
　
　

協
力
に
よ
り
、
ホ
タ
テ

　
　
　
　
　
　
　

の
貝
殻
を
使
っ
た
人
工

　
　
　
　
　
　
　

種
苗
生
産
試
験
に
取
り

組
ん
だ
と
こ
ろ
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ

た
た
め
、
現
在
、
種
苗
生
産
施
設
を
整
備

し
、
安
定
し
た
地
元
の
種
苗
を
確
保
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

既
に
厚
岸
町
カ
キ
種
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、

シ
ン
グ
ル
シ
ー
ド（
カ
キ
え
も
ん
）の
種
苗

生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ン
グ
ル
シ

ー
ド
方
式
は
、
種
苗
の
一
粒
一
粒
を
単
体

で
育
て
る
の
に
対
し
、
今
回
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
す
厚
岸
カ
キ
の
生
産
工
程
は
、
ホ

タ
テ
の
貝
殻
に
数
十
個
の
人
工
種
苗
を
付

着
さ
せ
た
状
態
で
育
て
る
方
法
で
す
。
過

程
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
の
方
式
も
『
カ

キ
え
も
ん
』
と
同
じ
厚
岸
生
ま
れ
の
厚
岸

カ
キ
で
す
。

　

厚
岸
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
純
粋
な
厚

岸
生
ま
れ
厚
岸
育
ち
の
人
工
種
苗
に
よ
る

カ
キ
を
、
全
国
で
人
気
を
誇
る
『
カ
キ
え

も
ん
』
と
並
ぶ
厚
岸
固
有
の
ブ
ラ
ン
ド
カ

キ
と
し
て
全
国
に
展
開
さ
せ
る
た
め
に
、

知
名
度
ア
ッ
プ
と
付
加
価
値
向
上
を
図
る

た
め
、
親
し
み
の
あ
る
ア
ピ
ー
ル
性
の
高

い
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
3
月
20
日Z

か
ら
4
月
20

日V

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
資
格
／
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

●
応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
・
同

直
売
店
、
厚
岸
町
、
厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ

ル
・
コ
ン
キ
リ
エ
）
、
応
募
用
紙
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
記
載
事
項

▽
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
『
厚
岸
生
ま
れ
厚
岸
育

ち
』
を
連
想
す
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
文
字
数
や
表
記
方
法
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。　

▽
1
人
1
作
品
の
み
応
募
で
き
ま
す
。
複

数
記
載
は
無
効
と
し
ま
す
。

▽
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
職
業
を
忘
れ
ず
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
応
募
作
品
の
説
明
が
あ
れ
ば
、
1
0
0

字
以
内
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
用
紙
・
応
募
箱
の
設
置
場
所
／
厚

岸
漁
業
協
同
組
合
・
同
直
売
店
、
役
場
、

湖
南
地
区
出
張
所
、
情
報
館
、
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
、
厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ
ル

・
コ
ン
キ
リ
エ
、
厚
岸
駅
、
郵
便
局
（
厚

岸
・
本
厚
岸
）
、
釧
路
太
田
農
業
協
同
組

合●
審
査
／
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
・
厚
岸
町

な
ど
の
関
係
者
の
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

●
賞
・
副
賞
／
▽
最
優
秀
賞
（
1
人
）
＝
賞

金
10
万
円
、
▽
優
秀
賞
（
2
人
）
＝
豪
華
景

品
、
▽
特
別
賞
（
10
人
）
＝
記
念
品

●
結
果
発
表
／
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
は
、

電
話
で
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
あ
っ

け
し
、
北
海
道
新
聞
、
釧
路
新
聞
、
厚
岸

漁
業
協
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
結

果
を
公
表
し
ま
す
。

●
注
意
事
項
／
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
に

応
募
し
た
作
品
と
作
品
に
関
す
る
す
べ
て

の
権
利
・
活
用
方
法
は
、
厚
岸
漁
業
協
同

組
合
と
厚
岸
町
に
帰
属
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
厚
岸
漁
業
協
同
組
合\

52^

3
1
5
1
、
▽
フ
ァ
ク
ス
52^

2
6

0
0
、
▽
住
所
＝
〒
0
8
8^

1
1
1
1

厚
岸
町
奔
渡
3
丁
目
1
番
地
、
▽
電
子
メ

ー
ル
＝k

a
k
i
@
j
f
-
a
k
k
e
s
h
i
.
c
o
m

ネーミングを募集しますネーミングを募集しますネーミングを募集しますネーミングを募集します

生
ま
れ
も
育
ち
も

生
ま
れ
も
育
ち
も

生
ま
れ
も
育
ち
も

生
ま
れ
も
育
ち
も

純
粋
純
粋
厚
岸
産
カ
キ

厚
岸
産
カ
キ

純
粋
厚
岸
産
カ
キ

厚
岸
産
カ
キ



23 暮らしのヒント「予定帳」

4 5

66 9 10 11 126

1313 15 16 17 1913

2020 23 24 25 2620

272727

7

14 18

22

1 2 3

成人の日8

28 29

212121

30 31

振替休日春分の日

●ホームクッキング
　リーダー養成講座
　（料理実習）
　 10時～13時　厚岸

　味覚ターミナル・

　コンキリエ

●整形外科診療
   9 時～12時

     町立病院

 ●すくすくひろば
　10時30分～11時　

　保セ

●あかちゃん相談
　　 9 時～ 7 カ月児

　　10時～ 4カ月児

　保セ

●土曜おはなし会
　11時～11時30分

　情報館 

 ●町内小学校卒業式 
 ●整形外科診療
　 9時～12時

 ●脳神経外科診療
（予約制）

 14時～16時

    町立病院

　
●認知症家族介護者
　のつどい
　 13時30分～15時

　保セ

●乳がん・子宮がん
　検診
　12時～　釧路がん

　検診センター

 ●子ども映画会
　13時30分～14時30

　分　情報館

●東日本大震災発生
　日
（14時46分にサイレ

　ンを鳴らしますので

   黙とうしましょう）

【11日のその他の行
事は上欄に掲載】
 

●土曜おはなし会
　11時～11時30分

　情報館

 ●名作鑑賞会
　13時30分～15時05

　分　情報館

●整形外科診療
   9 時～12時

 ●脳神経外科診療
（予約制）

 14時～16時

    町立病院

【4日のその他の行
事は左欄に掲載】

●子ども映画会
　13時30分～14時35

　分　情報館

●あっけし牡蠣博士
　認定試験
　（詳細は20㌻）

 ●遊びのひろば
　『手がたとり』
　10時30分～　子育

　て支援センター

●夜間予防接種
　17時30分～19時30

　分　町立病院

【16日のその他の行
事は下欄に掲載】

●町内中学校・高知
　小学校卒業式
●障害者専門相談
　10時～17時　保セ

●夜間予防接種
　17時30分～19時30

　分　町立病院

【15日のその他の行
事は下欄に掲載】

●ホームクッキング
　リーダー養成講座
　（料理実習）
　 10時～13時　保セ

（注） 運転免許更新時講習を受講する前に、厚岸警察署で免許更新手続きを済ませてください。
                           

●町内の情報を広報情報係内線218・219
　までお寄せください。
●福セ＝社会福祉センター、改セ＝生活改
　善センター、保セ＝保健福祉総合センター

日〈SUN〉 月〈MON〉 火〈TUE〉 水〈WED〉 木〈THU〉 金〈FRI〉 土〈SAT〉

・ 1日（金）広報あっけし 4月号配布日
　　　　　 整形外科診療　 9時～12時

　　　　　 脳神経外科診療（予約制）

　　　　　 14時～16時　町立病院

　　　　　 

　　　　

　　　　

・ 8日（金）整形外科診療　 9時～12時　町立病院

 

●運転免許更新時講
　習
　　10時～初回

　　13時～優良

　　14時～一般

　　15時30分～違反

　者　福セ

▽
▽
▽
▽

15日の行事

 

●産後ケア教室『マ
　タニティ・母のた
　めの心と体のセル
　フケア講座』
　13時30分～15時30

　分　保セ

4 月 の 予 定

4 日の行事

▽
▽

 

 ●整形外科診療
   9 時～12時

    町立病院

 ●名作鑑賞会
　19時～20時35分

　情報館

11日の行事
●翔洋高校卒業式
●東日本大震災パネ
　ル展
　（詳細は 5㌻）

 

●ホームクッキング
　リーダー養成講座
　（食品衛生講習）
　 11時～12時　役場

●乳がん・子宮がん
　検診
　12時～　釧路がん

　検診センター

16日の行事



町
内
の
小
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、
ど
の
よ
う
な

教
育
で
ご
ざ
る
か
？

平成27年度の地元企業交流会の様子

▼▼▼▼▼教育情報発信室教育情報発信室教育情報発信室

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自

ら
の
力
で
生
き
方
を
選
択
し
、
社
会
的
・
職

業
的
な
自
立
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
能
力

や
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
す
教
育
で
す
。

　

本
町
の
小
学
校
で
は
施
設
や
職
場
見
学
、

中
学
校
で
は

職
場
体
験
学

習
の
ほ
か
、

身
近
な
地
元

企
業
の
魅
力

を
学
ぶ
地
元

企
業
交
流
会

を
実
施
し
て

い
ま
す
。

う
み
え
も
ん
の

　
　

な
ぜ
？
な
に
？

…………………………………………………

●人口／ 9,950人

　　男／ 4,736人

　　女／ 5,214人

（－28）

（－13）

（－15）

●世帯／4,434世帯 （－6）

●出生／  3人 ●転入／  8人

●死亡／16人 ●転出／23人

（ ）内は前月比

ひとのうごきひとのうごき

平成28年3月号 No.825
毎月 1日発行

広報

1月31日現在

▼先日、かきＤＥござ～るの取材
へ。会場に作られた巨大スノース
ライダーを見て、実はすごく体験
してみたくなりました！でも、周
りを見渡すと子どもたちばかりで
すし、カメラを壊す訳にもいかな
いので止めました。来年は勇気を
出して挑戦してみようかな！▼も
うあっという間に 3月ですね。 1
年ってこんなに早かったかな？と
最近よく感じています。　（杉澤）

▼雪が降っても雪だるまを見ない
ので、今の子どもは雪で遊ばない
のかなと思っていましたが、カキ
ＤＥござ～るでは、巨大スノース
ライダーや雪中宝探しで雪で遊ぶ
子どもがたくさんいて、なんだか
ホッとしました。▼最近、時間が
経つのがあっという間。おでかけ
もしたいし、家でやりたいことも
あるし。時間が足りない！（加賀）

▼なかなか行くことができない大
黒島。大黒島スライド上映会で、
昼と夜の生態系の違いの話やスラ
イドを見ながら、大黒島の夜の姿
に興味が。夜になると繰り広げら
れる、コシジロウミツバメの賑や
かな鳴き声を一度は聞いてみたい
です。▼日帰り入浴で知床へ。露
天風呂から眺める夕日は最高のひ
とときでした。次は朝日を見に朝
風呂でも行こうかな。　（髙江洲）

編集後記編集後記

厚岸町
総務課広報情報係

北海道厚岸町真栄3丁目1番地

http://www.akkeshi-town.jp/m
http://www.akkeshi-town.jp
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　町内の小中学校では、 4月から年 3回の土
曜授業を行います。
　全国的な教育課題として、土曜日を有意義
に過ごせていない子どもたちや、家庭・地域
での活動が十分ではないなどの実態があげら
れています。
　本町の保護者を対象としたアンケート調査
でも、子どもたちの土曜日の過ごし方として
『家族と過ごす』『少年団や部活動』があげられる一方で、マンガを読ん
だりゲームをしたりして一人で過ごす子どもや、地域のさまざまな行事
や体験活動への子どもたちの参加が少ないなどの実態が明らかになりま
した。
　そこで、平成28年度に年3回の土曜授業を試験的に実施し、子どもた
ちの土曜日の過ごし方や今後の土曜授業の在り方について検証していき
ます。

平成28年度に年 3回の土曜授業を実施


